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内容報告

１．本調査の必要性と目的及び目的の達成

　本報告書は、2007年度大学院教育支援プログラム

「日本学研究の国際的情報伝達スキルの育成」の支援

を得ておこなった海外調査研究の報告書である。本調

査の目的は、中国語の否定応答表現 “没有” の実際の

使用データを収集することであった。拙著「中国語の

否定応答表現 “没有” について」で導き出した結論２

を実証的データで裏付け、論拠をより強固なものにし

ようという意図があった。これは博士論文を執筆する

うえで、その一部を構成するものとなる。

まず、否定応答表現 “没有” の研究（以下、「本研究」）

の目的は、中国語母語話者が “没有” を選択する際の

要因を明らかにすることである。“没有” は、所有・

存在の否定、アスペクト詞の否定などと文法的に説明

できるが、現実の対話における否定応答表現の “没有”

には、通説的な文法的説明では解釈できない場合があ

る。否定応答表現の “没有” に、語用的観点から説明

を与えることが本研究の具体的な目的である。報告者

は、これまで一貫して中国語の否定応答表現について

研究してきた。これまで、否定応答表現の使用例は、

文学作品とテレビのインタビュー番組から集めてき

た。文学作品は、インターネットからダウンロードし、

コーパス化することで、容易に検索できるが、インタ

ビュー番組は、目的とする用例を見つけるために、多

くの番組を見なければならず、効率的とは言い難い。

さらに、研究結果をより精密なものにするために、文

学作品等の使用例ではなく、自然発話における使用例

が必要であった。自然発話の使用例を実証的データ

とするには、比較的多数の用例が必要であり、中国語

母語話者と接触しやすい現地での調査が不可欠であっ

た。

また、当初、本調査では、中国人母語話者との面接

による調査を予定していたが、実際は、質問紙による

調査に変更を余儀なくされたということをお断りして

おかなければならない。最大の原因は、事前に、面接

の被験者を確保しておくことができなかったことであ

る。現地で直接面接を依頼したのだが、うまく調整が

できなかった。面接の内容は、政治や宗教に全く関係

がないことであったが、回答者にとって、自分の発言

を録音されることは、実施者側が想像する以上に抵抗

があったためだとも考えられる。そこで、急遽、質問

紙を作成し、調査を実施した。質問紙は、文脈設定を

したうえで、質問に対し最も適していると思われる否

定応答表現を選択肢項目の中から選択してもらう形式

をとった。結果、合計86名から回答を得ることができ

た。

２．本調査の研究経過と今後の研究計画

報告者は、これまで一貫して中国語の否定応答表現

と否定詞の問題を取りあげてきた。中国語では否定応

答表現と否定詞が同形式になる。中国語教学の場で

は、往々にして、否定応答表現の使い分けは、否定詞

と同じであるかのように、学習者に説明されている。

だが例えば、日本語の応答詞は、話し手３が相手発話

をどのように処理したのか、その反応を端的に表わす

ものである４。相手発話を話し手がどのように受け取

り、そしてどのように処理したかによる、という意味

で、応答詞の使用は話し手主体であるといえる。中国

語の否定応答表現も、否定詞の文法的に説明できない

使用があることを考えると、日本語の応答詞同様に、

話し手主体であるといえよう。中国語教学の初級教科

書では、よく日本語の応答詞「いや」「い（い）え」に、

否定応答表現の一つである “不” をあてて説明してい

る。しかし実際には、日本語の「いや」「い（い）え」

は、全ての状況で “不” に言い換えられるのではない。

例えば、「い（い）え」は、それだけで完結した発話

になることがままある（串田2005:44）が、“不” は中
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国語の会話において、それだけで完結した発話になり

にくく、“不” だけで発話を完結させると、語気が非

常に強く（新沼2007）、「いや」「い（い）え」は、文

脈によって、“不” ではなく、他の否定応答表現の方

がよりふさわしい場合がある。応答の仕方は、コミュ

ニケーションにおいて、基礎的かつ重要であり、近年、

外国語の教学において、実際の場面に即した内容を教

えることが重要だとされているにも関わらず、このよ

うな説明では、中国語学習者が母語話者とのコミュニ

ケーションの際、思わぬ誤解を生じさせてしまう恐れ

がある。中国語の否定応答表現については研究が不足

しているのが現状である。

以上のことから、報告者は、中国語の否定応答表現

に関心を抱き、研究を進めてきた。その過程で本研究

の “没有” の問題に着手した。今後、中国語における

否定応答表現の体系を語用的観点からまとめ、全体的

には、学位論文で「中国語における否定応答表現の体

系（仮）」について執筆したいと考えている。

３．調査の内容

外国語教育や言語学に関する質問紙調査を行いたい

と考えたとき、質問用紙がいったいどのような様式な

のか、知りたいと思うのが一般的だろう。しかし、論

文や報告書では、調査結果が数値化され、図や表に加

工されており、質問紙そのものを載せているものは

少ない。以前に何らかの質問紙調査に回答したことが

あっても、質問紙は実施者に回収され、回答者の手元

には残らない。そこで、本報告書では、報告者が今回

初めて行った質問紙調査の質問紙様式と内容につい

て、良かった点と問題点を中心に紹介したい。今後、

なんらかの質問紙調査を実施しようと考えている人の

参考になればと考える。

自分の所属を明
かす。

回答方法を説明
する。

個人情報の守秘
義務履行を明言
する。

選択肢項目以外
に、記述解答欄
をもうける。

謝辞を必ず述べ
る。簡単なイラ
ストをつけると
効果的。

図１　本調査で用いた質問紙
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まず、質問紙をドルニェイ（2003:5）にならい次の
ように定義する。質問紙は、①筆記式のテストではな

い。②生の言語データの生成をうながすための状況を

提示する「談話完成タスク」ではない。本調査は、文

脈を設定したうえで、対話の質問に対して回答して

もらうという、談話完成タスクの要素を含んでいる

が、回答を選択肢項目の中から選んでもらう形式を採

用しており、談話完成タスクのように質的なデータで

はなく、量的で統計処理に適したデータを収集してい

ることから、本調査で用いたものは質問紙であると捉

える。本調査で用いた質問紙は以下のようなものであ

る。

ドルニェイ（2003:153-159）は質問紙調査の作成、
実施における重要なポイントを挙げている。そこから

抜粋して、本調査の質問紙を５段階の評定尺度（１：

全く当てはまらない、5：非常に当てはまる）で自己

分析してみる。後ろの括弧に評定尺度の数字を示す。

チェックポイント

（質問紙作成）

１．４ページを上限とし、30分以内でできるものとす

る。⑸

２．質問項目の作成は、先行研究や質的研究から、合

理的にリストアップする。⑵

３．長い記述を要求する自由記述式は避ける。⑸

４．論理的で、わかりやすく、読みやすい構成にする。

問いかけるように、平易なことば遣いで。⑵

５．事実や個人情報を問うような質問は、質問紙の最

後の方に載せる。⑴

６．色々な書式を用いる。上質の紙を用いる。⑷

７．導入部分で、調査の内容とその重要性、調査実施

団体、正解や不正解の内容はないので正直に回答し

てほしいこと、匿名性と守秘義務履行の約束、謝辞

を述べる。⑶

８．回答方法の例を提示し、具合的に説明する。⑵

９．必ず予備調査をおこない、項目分析をして、不適

切な項目がないか確認する。⑴

（質問紙の実施）

10．できる限り母集団の代表となるサンプルを集め

る。⑶

11．統計的にみて意味のある結果が得られるように、

十分な数のサンプルを集める。⑵

12．倫理に関する原則や規定を遵守し、必要とされて

いる許可を必ず得るようにする。⑶

以上のチェックポイントの採点結果を、図にすると

以下のようになる。無論、作成者である報告者と、質

問紙の回答者では、質問紙に対する評価は異なるであ

ろう。

本調査紙の反省点を挙げると、まず、導入部分の記

載が不十分だった。導入部分で、何のために行う調査

なのか説明していなかった。報告者は「否定応答表現

の研究をしている」と明記すると、回答者が構えてバ

イアスがかかり、普段使っている表現とは異なるもの

を選択肢項目から選ぶ可能性があると考え、あえて明

記しなかった。回答者にすれば、何のための調査なの

か示されず、調査内容に対する心構えができないまま

質問に入り、回答者は答えにくかったと考えられる。

導入部分で、何を目的とした質問紙なのか回答者に理

解してもらえば、回答者独自の有用なコメントを教え

てくれるかもしれず、また、より積極的に調査に参加

してもらえるはずである。さらに、この調査はテスト

ではなく、正しい答えも間違った答えも無い、と始め

に書いておけば、自分の能力を測られるのではないと

わかり、回答者は安心できる。報告者は、導入部分は

非常に重要であることが調査をおこなってみて分かっ

た。次に、質問が複雑だった。一つの質問で、多くの

ことが測れるように、質問文を作成したため、質問自

体が複雑で、分かりにくくなってしまった。さらに、

予備調査を行っていないことである。事前に、小規模

集団を対象とした質的研究を行わずに、質問紙を作成

している。本来、面接による聞き取り調査を計画して

いたとはいえ、万一に備え、質問紙も用意して、それ

を試験的に実施しておくべきであった。そして、個人

情報をたずねることに対して説明が不十分だった。個

人情報をたずねる際は、特別に導入文が必要である。

回答者のなかには、なぜ年齢や方言（出身地方を聞い

ているに等しい）の影響を聞かれるのか、不思議に

思った者もいたと考えられる。最後に、質問と次の質

問の関連が不明瞭だった。本調査の質問はＡ－１、Ａ

－２、Ｂ－１、Ｂ－２の４つから成り、Ａ、Ｂにそれ

ぞれ文脈を設定したのだが、文脈の人物設定が似てお

り、Ａ、Ｂは一連の文脈の質問なのか、それとも独立

した文脈の質問なのか、はっきりしなかった。

5

10

0

デザイン

個人情報の扱い

予備調査の効果

回答の有意性

導入のわかりやすさ

回答のしやすさ

図２　質問紙の自己評価
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次に良かった点は、まず、回答方法が容易だったこ

とである。本調査の質問紙は、記述式ではなく、項目

を選択する方式を用いた。選択肢項目の最後に記述欄

を設け、回答者が望む項目が無い場合は、そこに書き

込んでもらうようにした。次に、短時間で回答できた

ことである。質問紙Ａ４一枚とコンパクトなので、５

分以内で回答することができ、たとえ忙しくても調

査に協力しようという気になったのではないか。さら

に、サンプル抽出が適切であった。調査の対象全体は、

母集団といい、例えば、｢女性｣「スペイン語学習者」

「年齢13～14才」など通例２つ以上の条件によって分

類される（ドルニェイ2006:82）。本調査は、結果的に、
母集団の条件を「大学生（院生、教員を含む）」、「10

～30歳代」、「中国語母語話者」の３つとし、科学的

なサンプルの抽出法で一番重要な（同2006:81）無作
為抽出法を用いてサンプル抽出をおこなったことにな

る。最後に、報告者の態度である。本調査は、事前に

回答者の確保ができなかった。そこで、一人ひとりに

声をかけ、本調査は報告者にとって非常に重要である

ことを強調し、本調査を「売り込む」努力をした。そ

の結果、回答を依頼した人々のほとんどが快く調査に

協力してくれ、中には日本語学を研究している同級生

を紹介してくれる方もいた。

次に、疑問点を挙げる。ドルニェイ（2003:67-68）は、
事実を尋ねる質問は最後に持ってきたほうが良いと

し、その理由を、回答者は、導入部の一連の説明を読

んで、研究のテーマに興味をそそられ、質問に答える

気になっている。そこへ、個人的な質問がくるとしら

けてしまうためだ、としている。報告者は、逆に、個

人的な情報や事実を尋ねる質問は、導入部で、個人情

報の秘密保持を約束した後に載せるほうがよいのでは

ないかと思う。（本調査の質問紙もはじめに載せてい

るため、上の質問紙自己評価で、チェックポイント５

に評定1をつけた。）もし、最後まで回答していき、最

後に個人情報を記入する欄があったとする。そこで個

人情報の回答を拒否する場合もあるだろう。そうする

と、そのデータは、年齢や性別、出身地域でコード分

類できなくなり、それまでの回答が扱いづらいデータ

になってしまい大変もったいない。また、始めに個人

情報の秘密保持について理解し、納得しておけば、回

答者も安心して回答していくことができるのではない

か。

質問紙調査を成功させる最大のポイントは、事前の

予備調査と回答者の確保である。質問紙は、ワードプ

ロセッサ機能を使えば、誰でも作成できるように思え

るが、限られた紙面と時間で有意な調査結果を導くこ

とができるように作成するのは、非常に難しいという

ことを痛感している。質問数が非常に多かったり、回

答に時間がかかるような質問であったりすると、回答

者が途中で飽きてしまい、真面目な回答が得られない

場合がある。回答者には、調査の内容や意義、秘密保

持の履行、回答方法を理解してもらう必要がある。し

かし、そのことに質問紙の多くを費やすことはでき

ず、短い導入部分に盛り込まなくてはならない。そこ

で、事前に少人数の集団に調査を行い、導入部分も含

め内容と選択肢項目を十分に検討しておくことが重要

になる。次に回答者の確保であるが、例えば、学校の

クラスを対象に授業の一環として調査を行うことがで

きれば、一度に多くの回答が得られ、真面目な回答が

得やすい。さらに、導入部分で説明しきれないこと

を、教員を通じて、事前に回答者に通知することもで

きる。

４．調査結果

調査結果の分析については、稿を改めたいと思う

が、今後の研究課題も含めて、質問紙の内容と調査結

果について簡単に触れたい。本調査の質問紙内容は大

きく分けてＡ、Ｂの二つの部分に分けられる。それぞ

れに文脈を設定した。簡単にいうと、質問者と回答者

の判断にズレがある場合と、判断が一致しているが表

面上否定で応じる場合を設定し、回答者が最も適切と

思う否定応答表現を選択させ、“没有” の使用傾向を

みようという意図であった。質問内容５を図示すると

表１になる。表１の表示について例を挙げる。

例１）・あなた（回答者）は、自分は■であると認

識している。

　　　　・しかし、相手（質問者）に「あなたは□？」

と言われた。

　　　　・そこで、あなたは「　　　」と否定した。

　例１のような場合を■→□→？と示す。

例２）・回答者（回答者）は、自分は■であると認

識している。

　　　　・しかし、相手（質問者）に「あなたは□だ。」

と言われた。

　　　　・そこで、あなたは「　　　」と否定した。

　例２のような場合を■→□※→？と示す。

（※は、「傾き」を表わす成分が明示的にあることを示す。）
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表１　質問内容

文脈 質問 ズレと傾きの設定 否定応答表現

Ａ－１
① ■→□

？

② ■→□※

Ａ－２
③ □→□

④ □→□※

Ｂ－１ ⑤ ■→□※※

Ｂ－２ ⑥ □→□※※

表２　普段話していることばに、もっとも影響があ

る方言は北京語であると回答した32名（10～30歳

代）の回答結果

応答

質問

選択した表現（上位２つ）

１ ２

Ａ－１
① 不 得 没 有

② 没 有 不 得

Ａ－２
③ 没 有 不 得

④ 没 有 不 得

Ｂ－１ ⑤ 不 是 没 有

Ｂ－２ ⑥ 没 有 不 是

５．本調査の意義と公表について

本調査は、中国語の否定応答表現に特化したもので

あったが、質問紙の作成、実施の様子を報告すること

は、言語研究に限らず、様々な分野で質問紙調査を行

う場合にも応用でき、方法論の形で役に立つものであ

ると考える。中国語の否定応答表現は、日本語の否定

の応答詞より、形式的に多様であるため、ほとんどが

「いや」「い（い）え」と訳される。中国語教学では、

「いや」「い（い）え」は主に “不” の否定応答表現を

あてて説明されているため、逆に、「いや」「い（い）え」

を中国語訳する際、一様に “不” をあててしまうので

ある。これでは、日本語の否定応答詞を中国語に翻訳

する際、不適当な否定応答表現を選択することになり

かねない。そこで、中国語の否定応答表現が体系的に

まとめられれば、2で述べた中国語教学の不備を補い、

同時に日中の否定応答の翻訳の基礎的研究となるだろ

うと考える。なお、本調査で得られた結果は、「否定

応答表現 “没有” の選択要因について（仮題）」とし

て『お茶の水女子大学中国文学会報第28号』に投稿し

たいと考えている。

注

１．本来、中国語表音ローマ字表記は、ローマ字の該当母

音の上に、主に４種の「声調符号」（－、/、Ⅴ、\）をつ
けて表記するが、本報告書では便宜上ローマ字のみを記

す。

２．結論は「“没有” は、質問者の｢傾き｣を積極的に否定

したいときに用いる否定応答表現」である。「傾き」とは、

（1987）が、“意向” “ ” としているもので、

質問をする際、質問の答えに対して質問者自身があらか

じめ持つ見込みのことを指す。

３．応答詞を発する側。

４．田窪･金水（1998）は、感動詞や応答詞を、外部から
の言語的･非言語的入力があったときの話し手の内部の

情報処理状態の現れであるとし「心的モニター」とその

機能を呼んでいる。

５．本調査及び本研究では、回答者に向けられた発話が疑

問の形を取っていなくても「質問」、質問をする側を「相

手」と呼ぶ場合がある。
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【指導教員のコメント】

指導教員のコメント　派遣学生にとって、今回のＧＰによる海外調査は、博士論文作成のための研究の一環を

なしている。これまで派遣学生は主として、中国語の否定応答表現について研究してきた。これまで用例として

ほとんど用いられることのなかった、テレビのインタビュー番組を資料として用いるなど、中国語発話の生のあ

り方に迫ろうとした結果、数々の興味深い知見を得て、学会発表等でも注目されている。今回の調査では、これ

までの研究結果の検証を主たる目的に、中国での聞き取り調査を試みた。これまで質問調査の経験があまりなかっ

たために、当初予定した発話の録音を行うことができず、質問紙による調査においても試行錯誤を重ねたようだ

が、得られた結果は、指導教員の予想以上に、派遣学生のこれまでの主張を補強するものとなったように思われ

る。また、今回の経験が今後の調査において生かされるであろうことも疑いない。報告書にもあるように、派遣

学生は今回の調査結果を基にした論文作成を準備中であり、これまでの研究成果と共に、学位申請論文を構成す

る主要部分となることと思われる。総じて、派遣学生は与えられた機会を十分に生かして、調査を行い、成果を

上げたものと認められる。 （人間文化創成科学研究科　教授　宮尾　正樹）


